
平成 29年度 第 3回 一般社団法人山梨県臨床工学技士会理事会議事録 

 

日時：平成 29年 8月 10日（木）17：00～18：15 

 

場所：小瀬スポーツ公園武道館第 2会議室 

 

出席者：石井（甲府城南病院）、高橋（原口内科・腎クリニック）、飯窪（甲府共立病院）、

竹川（山梨県立中央病院）、眞田（原口内科・腎クリニック）、深澤（山梨県立中央病院）、

内田（三井クリニック）、白石（市立甲府病院）、星野（まつした腎クリニック）、長嶺（山

梨大学医学部付属病院）、尾前（都留市立病院） 

欠席者：藤巻（市立甲府病院）、長田（すずきネフロクリニック）、植松（北杜市立塩川病院）、

佐野（組合立飯富病院）、清水（山梨大学医学部付属病院）、長田（富士吉田市立病院）、 

 

１.  H29年度会誌企画について 

   A4 サイズ 3 枚 6 面で作成する。内容として、山梨県水質異常の演題発表、災害対策

のアンケート結果、新入会員の紹介、Ｙ－ボード企画(となりの機械室、富士登山)

の報告などを掲載予定。 

    

２． 甲信越臨床工学技士会 in山梨について 

テーマ：「甲信越における臨床工学技士のチーム医療」 

日時：平成 29年 9月 10日（日） 

9：15～受付 会費：会員 2,000円 非会員：4,000円 学生：500円 

   場所：山梨県立図書館 多目的ホール 

   プログラム 

9:15～ 受付 

9:45～ 開会の辞 大会長 一般社団法人山梨県臨床工学技士会会長 石井仁士 

9:50～11:20ワークショップ 「臨床工学技士における可能性の追求」 

          座長：山梨大学医学部付属病院 MEセンター 清水健司 

           山梨県立中央病院 臨床工学課 深澤智幸 

     WS-1：当院 ICUにおける臨床工学技士の可能性について 

諏訪赤十字病院 臨床工学技術課 森本 学 

     WS-2：当院における心臓カテーテル室業務の現状と清潔野業務の可能性 

JA新潟厚生連 新潟医療センター 臨床工学科 泉 祐一 

     WS-3：臨床工学技士は品質改良の Key Person 

相澤病院 QI室 矢ケ崎昌史 

     WS-4：今後の臨床工学技士に求められる事 臨床工学技士の役割と使命 

北杜市立塩川病院 臨床工学科 植松 裕也 



11:30～12:00招請講演 「自然災害に対する国際緊急援助隊(JDR)の活動」 

          -Type2診療機能における臨床工学技士のニーズと役割- 

 演者：日本大学病院 臨床工学室 三木 隆弘先生 

座長：甲府共立病院 臨床工学室 飯窪 譲 

12:00～12:30休憩 

12:30～13:30ランチョンセミナー 「救急集中治療領域における医工連携の現状と未来」  

～人工呼吸・血液浄化療法の最近の話題～ 

     演者：山梨大学医学部付属病院 救急集中医学治療講座 森口 武士先生  

                座長：富士吉田市立病院 臨床工学課 長田 孝弘  

13:30～13:50休憩 

13:50～14:40一般演題 セッション 1 

               座長：2名（新潟） 

14:40～15:30一般演題 セッション 2 

               座長： 長野中央病院 臨床工学科 有賀 陽一  

国保依田窪病院 臨床工学科 小村 奈々  

15:40 閉会の辞 一般社団法人長野県臨床工学技士会会長 宮川 宣之 

  

   ・一般市民向け「臨床工学技士」体験イベント 

      ～医療機器のスペシャリストを体験しよう～ 

       1Fイベントスペースにて開催予定 

    体験内容として、人工心肺装置(オペ着コスプレと写真撮影有)、麻酔器、手術小物

操作(ペアン)、AED/BLS、内視鏡(2D、3D)、心電図/血圧/酸素飽和度の測定、血液

透析装置を体験してもらう。また、体験時の怪我の発生を考慮し、保険に加入する。 

 

  ・平成 29年度第二回甲信越臨床工学技士連絡協議会 

   平成 29年 9月 9日(土) 17:00～  交流ルーム 101 

 

  ・Yボード企画「甲信越臨床工学会早朝マラソン with AED」 

平成 29年 9月 10日(日)6:00甲府駅北口広場集合、6:25武田神社参拝、6:50甲府駅

北口解散となっている。募集人数は、20名程度とする。 

   

３． Yボード施設見学となりの機械室 

   第 9回が、平成 29年 6月 22日(木)、富士吉田市立病院にて開催された。参加人数は

8名であった。 

   また、第 10回は平成 29年 10 月 12日(木)15:30から、平瀬浄水場を予定している。

参加者の募集は 12名程度の予定。 

 

 



４． 平成 29年度山梨呼吸療法セミナーについて 

   平成 29年 7月 30日、山梨県男女共同参画推進センターぴゅあ総合 2F大研修室にて

開催された。参加人数は合計 96名であった。今回セミナーで行ったアンケートの結

果を踏まえ、次回へ向けて参考にしていく。 

   また、来年は呼吸器のシュミレーションなどを予定している。 

 

５． 甲信越ｙ－ボード合同企画富士山頂上講演会報告 

   2017年 7月 8日(土)～2017年 7月 9日(日)、富士山頂上講演が実施された。参加人

数は計 14名(山梨 10名、長野 3名、新潟 1名)であった。 

   次回の甲信越Ｙ・ボード合同企画は長野となる。 

    

６． 山梨 CE懇話会について 

   透析液清浄化を学ぶ ～改定されたガイドラインについて～ 

   日時：平成 29年 11月 25日(土) 

   場所：県立図書館多目的ホール 

 

７． 山梨 CEHCCについて 

   12月に心エコーについてのセミナー、1月に基礎セミナーを予定している。 

 

８． その他 

   ・関東臨床工学技士会との連携について 

    関東と甲信越の連携などについては、9月頃に今後の方向性を決めていく。 

 

   ・定款の登記について経過報告 

    問題なく終了した。 

 

・日臨工法人設立 15周年記念、臨床工学技士法設立 30周年記念事業 

    平成 29年 7月 7日(土)、京王プラザホテルにて記念式典が開催され、山梨県臨床

工学技士会より、石井会長と高橋事務局長が参加した。 

 

   ・ROフィルター目詰まりの件について 

    先日発生した ROフィルターの目詰まりについて、(公社)日本臨床工学技士会、ニ

プロ(株)の協力のもと、水質調査を行った。結果、RO フィルターの目詰まりの原

因となる物質は検出されなかった。今回は検出されなかったが、今後も原因の究明

や改善を行っていく。 

    また、山梨県の透析施設に透析液清浄化、オンライン HDFに関するアンケート調査

を依頼する。 

 



   ・ボーリング大会及び、ゴルフコンペについて 

    ボーリング大会は平成 29 年 10 月 28 日(土)、ゴルフコンペは平成 29 年 11 月 26

日(日)を予定している。両日とも時間及び、場所は決まり次第連絡する。 

 

   ・医療事故調査制度に対する協力体制について 

   今後どのような形で協力していくか検討していく。 

 

   ・(一社)山梨医療安全研究会医療安全教育セミナーについて 

   第一回 

   「安全確認-システムの信頼性と安全性-」 

    講師 電気通信大学大学院情報システム学研究科教授 田中健次先生 

   日時：平成 29年 9月 23日(土) 13:00～16:00 

   場所：ぴゅあ総合 

 

   第二回 

   「事例分析手法を学ぶ-時系列事象関連図を用いて-」 

    講師 健康科学大学看護学部 小林美幸先生 

   日時：平成 29年 10月 21日(土) 13:00～16:00 

   場所：ぴゅあ総合 

 

   第三回 

   「これからの医療安全に必要なノンテクニカルスキル多職種連携時代の必須スキル」 

    講師 メディカルアートディレクター 佐藤和弘先生 

   日時：平成 29年 12月 2日(土) 13:00～16:00 

   場所：山梨県立大学池田キャンパス 

 

    

次回理事会 10月 12日（木）17:00～ 

小瀬スポーツ公園武道館第 2会議室 

議事録書記：都留市立病院 尾前 桂樹 


